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 合理的配慮について  

６年生と１年生の兄弟に，その日，２人とも宿題がありました。宿題の量は兄のほうが多くありました。

兄のほうがやっていることも難しいですし，量もあるので時間がかかります。当然，弟が早く終わり，先に

遊び出しました。兄はこれをずるいとは言いません。家の手伝いにしても兄が頼まれます。能力的にも，物

理的にも兄のほうが優れているからです。この兄と弟は【平等】といえるでしょうか？ 【公平】といえる

でしょうか？ 
 

 この【平等】と【公平】の違いが分かりやすい有名な絵があります。 

 

 

 

 

 

      

 

 

３人の子どもが野球を観戦しようとしました。３人の前には壁がありました。 

Ａの絵 何もしないと背の低い２人の子は見えません。 

Ｂの絵 木箱を３つ用意して【平等】に１人が１個ずつ使うと，真ん中の子は見えるようになりました

が，左の背の小さい子はまだ見えません。 

Ｃの絵 背の大きい子が木箱を使わないで，その分，背の小さい子には木箱を２つ使ってあげて，みん

なが【公平】に見えるようにしました。これで３人とも同じ条件で観戦できます。 

小さい子が木箱を２つ使うのは，ずるいことでしょうか。木箱を使わない背の大きい子からの文句はな

いと思われます。単純な均一ではないこういう配慮が必要です。実は，この３枚の絵には，もう一枚，４

枚目の続きの絵があります。 
 

左のＤの絵のように，網目のフェンスに変えれば，背の大きい子と

小さい子の差は生まれません。最近いろいろなところで話題になって

いる「合理的配慮」という言葉をご存知でしょうか。これらの絵が示

すように，何かしらのハンディキャップがある場合は，その人に対し

て，配慮が必要になります。それを【平等】だからということで，均

一にそろえたのではまだ配慮が足りず【公平】ではないので，【公平】

にするように考えましょうということだと私はとらえています。 

さらに，この絵のように，その差が生じない環境が整えられたら，

ハンディキャップはハンディキャップではなくなります。 
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次の絵についても考えてみてください。

左から車いすの人，背の大きい男性，中背

の女性，背の小さい子どもの順で自転車に

乗ろうとしています。 

上の絵では【平等】に同じ大きさの自転

車が４人に与えられました。女性にはちょ

うどいい大きさですが，子どもには大きす

ぎ，男性は小さくて乗りにくそうです。も

ちろん，車いすの人は乗れません。 

下の絵ではそれぞれに適した自転車が準備されました。これで【公平】に全員が同じ条件で自転車に乗る

ことができます。環境が整えられ，ハンディキャップがハンディキャップではなくなる例でもあります。 

  

例えば，私も，メガネがこの世から無くなれば（発明されていなければ）大きなハンディキャップになり

ます。たぶん，教員はできませんし，車の運転もできません。生活の様々なことが不自由になるはずです。

メガネがあるので，ハンディキャップだと感じずに生活できているのです。 

 何かしらのハンディキャップをもった人が，それをハンディキャップだと感じなければそれはハンディキ

ャップではなくなります。車いすで生活している人が，不自由なく移動できるのであれば，それは障害には

ならないかもしれません。バリアフリーとかユニバーサルデザインという話を聞くことがありますが，そう

いう世の中になれば，【公平】かつ【平等】であるといえるのではないでしょうか。 

 

 １年生から６年生まで発達段階が大きく違う子どもたちが一緒に生活する小学校では，こうした配慮が必

要になります。また，本校には，特別支援学級が４学級あります。交流する中で，お互いがお互いから学び

合ってほしいと思いますし，他のクラスの子と一緒に活動するときには配慮が必要です。さらに，クラスの

中にも個人差がありますので，クラス内でも配慮が必要です。 

まず，教職員と保護者が合理的配慮を正しく理解して，さらに，子どもたちも子どもたちなりに理解して

お互いの違いを認め合って付き合っていけると，ハンディキャップをもつ子も含め，全員が気持ちよく過ご

せる学校になります。そういう子どもたちが大人になれば，日本はもっとステキな国になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 甲西地内のコンビニに買い物に寄ったら，「大明小の校長先生ですよね。」と声をかけられました。

本校の保護者でした。「顔が知られちゃっているんで，夜中に酔っぱらって歩いていても校長先生と言

われちゃうんですよね。悪いことはできないんです。」と言葉を交わしました。 

…思いがけないところで子どもや保護者と出会うことがあります。遠くは，ディズニーランドで， 

長野県のサービスエリアで，野沢温泉で，「先生！」と声をかけられたことがあります。 

その保護者から「校長先生の『校長室から』楽しみにしています。主人と楽しく読ませていただいて

います。」との話をいただきました。うれしくなってこの紙面に書いちゃいました。 

…ちなみにフェアでくじをやっていまして，１枚引いたらヨーグルトが当たりました。 


